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Zenken株式会社

HRインキュベーション事業本部

SSW事業部

Tel：03-4212-2914

Zenken人材紹介サービス

概要資料
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Zenken



3 33

海外人材と語学教育に係る様々なソリューションを通じて

社会課題の解決に貢献することを目指しています

語学教育 海外人材

Zenkenとは：会社概要
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介護施設を実際に運営し、彼女たちの様子

やノウハウをHPやSNS及び見学会で発信。

「日本で働く」夢をかなえる。を

モットーにビジネス日本語を教える

日本語学校を運営

日本語学校の運営 介護施設の運営

Zenkenとは：弊社の強み
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Zenkenとは：セミナー実績とZenkenに関するニュース

セミナー実績
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優秀な人材の

ご紹介

約50年の教育実績

を活かした

日本語教育

「定着」に重きを置きワンストップでサポートします

介護施設運営

ノウハウ

1 2 3

紹介 定着（教育）

Zenkenとは
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Zenkenがしっかりと伴走。はじめてでも安心の受け入れ

Zenkenとは：登録支援機関の選定から外国人人材定着までの流れ

登録支援機

関の選定

外国人介護人材の

面接・内定

日本人職員

への研修

利用者さん及び

ご家族への説明

入国準備(申請

や住居準備)

来日&入職 日本語学習及び

初任者研修＆OJT

どの様な特徴がある

登録支援機関かきわ

めて選定

オンラインで

現地の人材と繋いで

面接実施と内定出し

日本人職員への「や

さしい日本語」研修

や「異文化理解」研

修の実施

利用者さん及びご家

族に外国人介護人材

が勤務することを伝

える

空港へのお迎え、

行政手続きを経て

入職

在留資格の申請や住

居の準備を行います

外国人材が入職す

るために必要な初

任者研修の受講や

OJTの実施
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受け入れ前 受け入れ後

受
け
入
れ
側
の
課
題

外
国
人
側
の
課
題

日本人職員側の不安
（例）外国人介護人材
とのコミュニケーショ

ンなど

外国人人材の確保

生活習慣・文化に対する違い

受け入れ体制が整っていない
（例）日本語や業務の指導など

生活習慣・文化に対する違い

日本語でのコミュニケーション
（例）利用者とや日本人職員とのコミュニケーション、

介護記録、専門用語

介護技術の修得

介護福祉士の資格取得に向けた勉強

外国人に伝わる話し方や指導

外国人人材を受け入れる上での課題

キャリアパスの明確
化
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看護や介護を志す

人材を獲得すること

介護福祉試験に合格し

長く定着する人材に

「定着」に繋がる採用のポイント

特徴 1 特徴 2 特徴 3

人材の質 教育体制 受入体制
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・日本の介護人材不足に対し、海外介護人材の紹介と定着サポートを推進

・当社の語学教育のノウハウを活用

・M&Aで得た埼玉県の介護施設を自社でも運営

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

事業の概要
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・2023年７月、半官半民のインド国家技能開発公社(NSDC)の子会社、NSDCインターナショナル（NSDCI）と業務提携契約を締結

・第１段階として、2025年までに120人のインド人材の雇用を日本国内で創出する

事業の概要：NSDCIとの提携について
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2

ZENKEN NIHONGO 介護

❶ ❷ ❸
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2

ZENKEN NIHONGO 介護
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2

ZENKEN NIHONGO 介護
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3

ZENKEN NIHONGO 介護
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3
1人ひとりがいつどのくらい勉強しているのかが一目でわかる

個人レポート

ZENKEN NIHONGO 介護
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3
学習者全員の動画の視聴状況だけではなく、テストの点数などもすべてわかるので

学習者のモチベーションが一元管理できる

全体レポート

ZENKEN NIHONGO 介護
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3
オンラインライブレッスンでは、出席表意外にもレッスンの内容も共有

学習者の抱える気持ちや不安など、施設では把握しづらい側面も把握できる

・高齢者の健康と疾患の特徴

平均寿命と健康寿命ー要介護の期間が長いことをグラフで確認。

特に女性の要介護期間が長いことは施設の入所者の人数から実感。

それぞれの原因もデータの通りである。

・生活習慣病とその原因

悪い生活習慣とはどういうものか例を挙げてもらい

それがどんな病気につながるか考えていった。

メタボ検診で胴回りを測ったことはあるとのこと。

その他の疾患の基準となる数値を確認。

・バリアフリー

→物理、制度、情報、のバリアについて具体的に説明

→心のバリアについて、みな大きくうなずく。

今日は、大人しいと感じた。

疲れているのか？前とは最初から雰囲気が違う。

よく話も聞いているが、日本語が分からないことも多い。

BORでは、話をしているので、数回に分けてBORを作った。

・そのほか

○○さんが、髪の色を変えた。そのことについて話題を振ったら、

他の人からも、○○さんの髪についての感想がたくさん出てきた。

とてもいい雰囲気でした。

オンラインレッスンレポート

ZENKEN NIHONGO 介護
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介護福祉士になることです。私は日本で介護士として12か月がたちました。

最初は言葉の面でたくさん不安がありました。でも職員の皆さんや利用者様が
優しく教えてくれるので、仕事が楽しいです。これからも日本でずっと働きた
いので、介護福祉士を取りたいです。まず今年はN２の合格を目指しています！

これからの目標は？

日本で働く外国人介護人材の声

「声掛け」が一番難しかったです。利用者様と話したい気持ちはあっても、
言葉がうまく出てこなかったです。しかし、施設の日本人スタッフが毎日積
極的に声を掛けてくれ、私が話しやすい雰囲気を作ってくれました。また、
ひらがなで、利用者の名前や指示をメモしていたので、少しずつ慣れていき
ました。

仕事で大変だったことは？

介護の仕事で一番楽しいと感じるのは、レクリエーションで、利用者様が笑
顔になったときです。カラオケ大会や軽い運動を一緒にすると、利用者様が
楽しそうに体を動かして、大きな声で笑ってくれます。また、利用者様と話
しているときに「ありがとう」と言ってくれることが嬉しいです。

介護の中で楽しい仕事は？

24
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日本で働く外国人介護人材の声

どうして日本を選びましたか？
日本が安全な国だからです。仕事などで23時を回っても
安全に外を歩けるのはとてもすごいことです。
またアニメが好きだったので、日本に来たいと思っていました。

利用者の話す言葉が聞き取れないときや、指示を正確に理解することが難しいと
きです。その時は、日本人職員や他の外国人職員に確認しています。
言葉がまだまだ難しいですが、少しずつ慣れてきています。

仕事で大変なことは？

レクリエーションの時間が楽しいです。いろんな文化を学ぶことができます。

この前は、けん玉をしたり、ほかには十五夜のイベントがありました。十五夜は
ドラえもんのアニメを見て知っていたので、それをできることが嬉しかったです。

楽しいことは？

25
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外国人介護人材を受け入れることで、施設全体の業務や言葉遣いを見直す
きっかけになりました。例えば、職員間で慣れ合いで使っていた言葉や作
業手順を統一し、丁寧に説明することを意識するようになりました。また、
外国人スタッフの真面目さと努力する姿勢に驚きました。初めての環境に
も関わらず、利用者様の名前を短期間で覚え、間違った部分を次の日には
修正して業務に取り組む姿勢は、他の職員にも良い影響を与えています

茨城県にある施設
施設長

埼玉県にある施設
施設長

外国人介護人材を採用している施設の声

教育をするときには、指導内容を統一し、教える職員を限定することで混
乱を防ぐことを意識しました。また、平仮名での指示書作成や丁寧な説明
を心掛け、外国人スタッフが安心して学べる環境を整えました

26
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インド人職員の採用は、人材不足が深刻化する中で、多国籍な人材の活用
を模索したことがきっかけでした。特にインドは英語力が高く、向上心の
強い若い人材が多い点が魅力でした。

あらゆる国籍の人が働いているので、言葉や教え方を社内で統一していた
り、外国人向けの勉強会を開いたり、スムーズに業務ができるように社内
の環境を整えています。外国人職員の明るさや真剣な働きぶりが職場全体
の雰囲気を良くしてくれています。

インド人材採用のきっかけは、新たな国からの採用チャンスを模索してい
たことです。中でも、インドは労働力の豊富さと、他国と比べて未開拓で
ある点が注目され、現地視察や教育機関との連携を通じて採用が進められ
ました。

東京都にある施設
施設長

山梨県にある施設
施設長

外国人介護人材を採用している施設の声

慣れない環境に対し、順応性が高い傾向はあると思います。日本語のコ
ミュニケーションは難しくても、距離の詰め方が上手な子が多いです。

中には「あの子のファン」だと言って、会うたびお菓子や洋服を差し入れ
してくれる利用者さんや、家で特定の外国人スタッフの話を嬉しそうにす
る利用者さんもいます。
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03-4212-2914

HRインキュベーション事業本部
SSW事業部
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